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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 1,190 △17.2 △742 － △725 － △1,919 －

2021年３月期第３四半期 1,437 － △477 － △485 － △752 －

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 △1,906百万円（－％） 2021年３月期第３四半期 △757百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 △150.19 －

2021年３月期第３四半期 △74.52 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 4,357 2,550 57.5

2021年３月期 2,889 330 10.0

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 2,509百万円 2021年３月期 289百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年３月期 － 0.00 －

2022年３月期（予想） 0.00 0.00

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

通期
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

1,395 △28.9 △1,320 － △1,340 － △2,434 － △196.12

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（注）１．前第１四半期連結会計期間の期首から「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2018年３月30日公表分）及び「収益認識に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2018年３月30日公表分）を適用しております。このため当該基準等を適

用する前の2020年３月期第３四半期連結累計期間の売上高に対する増減率は記載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりませ

ん。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年4月1日～2022年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 12,967,400株 2021年３月期 11,929,800株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 10,676株 2021年３月期 3,676株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 12,777,117株 2021年３月期３Ｑ 10,091,029株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は添付資料Ｐ．６「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。

また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四

半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

四半期決算補足説明資料は、TDnetで同日開示しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループは、2021年８月６日に2022年３月期中は事業構造の転換を敢行し2023年３月期以降Unipos専業のSaaS

企業として再出発することを公表しました。また、当社は2021年６月29日開催の第９回定時株主総会における決議

（商号の変更）に基づき、同10月１日付で商号を「Fringe81株式会社」から「Unipos株式会社」に変更しておりま

す。

当第３四半期連結会計期間末時点で、広告代理サービスにつきましては実質的な撤退が完了しております。メディ

アグロースサービスにつきましては提携先との契約や協業の状況を踏まえつつ2022年３月期を目途に停止することを

見込んでおります。これらの広告事業にまつわる人材およびエンジニアはUnipos事業への異動を行い、同事業の陣容

を強化し、今後のさらなる成長につなげていきます。このほか、賃料等の削減を目的として本社オフィスをすべて解

約することとしており、2023年３月期以降につきましては、年間で187百万円の固定費（地代家賃）の削減効果が見

込まれております。今後も、当社の財務健全化に向けた構造改革の施策を進めてまいります。

当第３四半期連結累計期間の売上高は1,190,238千円（前年同四半期比17.2％減）となりました。利益面では、営

業損失は742,683千円（前年同期は営業損失477,467千円）、経常損失は725,061千円（前年同期は経常損失485,561千

円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は1,919,030千円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失752,007

千円）となりました。

Unipos事業においては、第２四半期以降より事業の成長に向けて成長投資を増やしつつあります。ターゲット含有

率が高いオンライン広告に集中投資した効果もあり総商談数および潜在顧客との商談数が増加しました。また10月か

らはタクシー広告やオンライン広告といったマーケティング投資を本格化しております。

なお、当社グループはインターネット関連事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりま

せん。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は4,357,785千円となり、前連結会計年度末に比べ1,468,210千円増加

しました。

流動資産は4,242,936千円となり、前連結会計年度末に比べ2,189,641千円増加しました。これは主として現金及び

預金が2,565,161千円増加し、売掛金が333,459千円、その他流動資産が42,009千円それぞれ減少したことによるもの

であります。

固定資産は114,848千円となり、前連結会計年度末に比べ721,430千円減少しました。これは主として建物が

333,282千円、ソフトウエアが423,196千円減少したことによるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は1,807,247千円となり、前連結会計年度末に比べ752,032千円減少

しました。これは主として買掛金が292,977千円、短期借入金が800,000千円、長期借入金が206,241千円それぞれ減

少した一方で、未払金が586,864千円増加したことによるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は2,550,537千円となり、前連結会計年度末に比べ2,220,243千円

増加しました。これは主として資本金、資本剰余金が2,063,449千円それぞれ増加した一方で、親会社株主に帰属す

る四半期純損失1,919,030千円を計上したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想については、2021年８月６日の「通期業績予想の修正および特別損失の計上の見込みに関するお知ら

せ」で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。

また、当社では新型コロナウイルス感染症による市況悪化の影響からは脱しつつあり、今後の業績への影響は軽微

とみております。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,329,234 3,894,395

売掛金 517,568 184,108

その他 206,806 164,796

貸倒引当金 △314 △364

流動資産合計 2,053,295 4,242,936

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 333,282 0

その他（純額） 24,512 59

有形固定資産合計 357,795 59

無形固定資産

ソフトウエア 423,196 -

ソフトウエア仮勘定 6,714 -

その他 5,924 -

無形固定資産合計 435,836 -

投資その他の資産

敷金及び保証金 22,750 94,891

役員に対する長期貸付金 19,897 19,897

投資その他の資産合計 42,647 114,788

固定資産合計 836,279 114,848

資産合計 2,889,574 4,357,785

負債の部

流動負債

買掛金 295,480 2,503

短期借入金 800,000 -

１年内返済予定の長期借入金 274,988 274,988

未払金 71,726 658,590

未払法人税等 13,786 10,904

資産除去債務 - 97,399

その他 63,745 52,815

流動負債合計 1,519,726 1,097,201

固定負債

長期借入金 916,287 710,046

資産除去債務 96,971 -

繰延税金負債 26,296 -

固定負債合計 1,039,554 710,046

負債合計 2,559,280 1,807,247

純資産の部

株主資本

資本金 807,725 2,871,175

資本剰余金 887,114 2,950,564

利益剰余金 △1,390,518 △3,309,549

自己株式 △142 △142

株主資本合計 304,178 2,512,048

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △14,704 △2,413

その他の包括利益累計額合計 △14,704 △2,413

新株予約権 40,819 40,902

純資産合計 330,293 2,550,537

負債純資産合計 2,889,574 4,357,785

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 1,437,353 1,190,238

売上原価 283,874 412,353

売上総利益 1,153,478 777,885

販売費及び一般管理費 1,630,946 1,520,568

営業損失（△） △477,467 △742,683

営業外収益

受取利息 4 80

雇用調整助成金 - 29,025

雑収入 1,550 321

営業外収益合計 1,555 29,427

営業外費用

支払利息 8,570 11,421

支払手数料 699 21

その他 380 362

営業外費用合計 9,650 11,805

経常損失（△） △485,561 △725,061

特別利益

固定資産売却益 522 -

資産除去債務戻入益 2,217 -

特別利益合計 2,739 -

特別損失

減損損失 179,420 733,789

本社移転費用 - 484,753

特別損失合計 179,420 1,218,543

税金等調整前四半期純損失（△） △662,242 △1,943,604

法人税等 89,765 △24,574

四半期純損失（△） △752,007 △1,919,030

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △752,007 △1,919,030

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純損失（△） △752,007 △1,919,030

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △5,332 12,291

その他の包括利益合計 △5,332 12,291

四半期包括利益 △757,340 △1,906,739

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △757,340 △1,906,739

非支配株主に係る四半期包括利益 - -

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2020年12月３日開催の取締役会において、第６回新株予約権の発行を決議し、当第３四半期連結累計

期間における行使により1,015,200株が発行され、その結果資本金が162,796千円、資本準備金が162,796千円増

加しました。また、当社は、2021年５月19日開催の取締役会において、第三者割当の方法によりA種優先株式を

発行することについて2021年６月29日開催の定時株主総会に付議することを決議し、同定時株主総会にて承認可

決され、その結果資本金が1,900,000千円、資本準備金が1,900,000千円増加しました。これらの結果、当第３四

半期連結会計期間末において資本金は2,871,175千円、資本準備金が2,866,175千円となっております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用する方法によっております。

（追加情報）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。)

及び「収益認識に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第30号　2021年３月26日)を第１四半期連

結会計期間の期首より適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと

交換に受け取ると見込まれる金額で売上高を認識することとしております。

　なお、収益認識会計基準第89-4項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

による組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020

年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から

生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、時価をもって四半期連結貸

借対照表価額とする金融商品を保有しておらず、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

（セグメント情報）

当社グループは、インターネット関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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